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学位論文審査の結果の要旨
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近年、diffusion weighted一MRI(DW一MRI)が悪′l生リンパ腫の病期診断と早
期治療効果判定に有用であると報告されている。これらの報告ではapparent
diffusion coefficient(ADC)値測定で診断がなされているが、ADC値測定は
煩雑である。そこで、申請者はDW一MRIの簡便な視覚的評価法を提案し、悪性
リンパ腫の病期診断と早期治療効果判定が可能か否か、現在の悪性リンパ腫
画像診断のスタンダー ドであるFDG―PET/CTとの比較検討を行つた。
被験者 28名に対してMRIとFDG―PETが治療前と治療早期に施行された。病
期 診 断 は MRI(DW一MRIのみ で の評 価 と、DW一MRIにT2強調 画 像 を加 味 した評 価 )
とFDG―PET/CTにて視覚的に行われ、両者の一致率が検証された。治療効果判
定はDW一MRI、FDG―PET/CTにおける高信号、高集積病変の有無にて残存病変陽
性群と残存病変陰性群に分けられた。陽性/陰性を判別する際の参照部位とし
て、DW一MRIでは頚髄が、FDG PET/CTでは月干臓が用いられた。その結果、DW一MRI
単独 とFDG一PET/CTの病期診断の比較では22例の病期が一致 した (κ=0.71;
p〈0,05)。DW―MRIとT2強調画像を併せて診断することにより、二致症例数は
26例に改善した (滝=0。90;p〈0.05)。早期治療効果判定については、治療早
期において DW一MRIとFDG―PET/CTいずれも9例の残存病変陽性群 と19例の残
存病変陰性群に分けられた。無増悪生存期間は DW一MRI(p=0.0013)、
FDttPET/CT(p=0.037)ともに陽性群と陰性群の間で有意差が認められた。
以上の検討により、病期診断ではDW一MRI単独ではなく形態画像も併せて評
価する必要があるものの、DW一MRIによる頚髄を基準にした視覚的評価は、悪
性 リンパ腫の病期診断と早期治療効果判定において有用であると確認され
た。DW一MRIはFDG―PETよりも多数の施設で普及 しており、被曝もなく、糖尿
病のコン トロールが不良な患者でも撮影出来る利点があり、本研究の意義は
本学学位論文として価値があると判断した。
(平成28年2月4日)
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上記の者に対し, により,学位論文を中心とした関連分野について試問
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を行つた結果 と判定 した。
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